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NUMO は，概要調査の段階において，これまでに整備してきた品質管理のガイドラインを用いた地質環境

調査に係る品質管理に加えて，調査やモデル化・解析などの作業やそれらの結果について専門家によるレ

ビューやデータマネジメントを通じて品質保証を実施する方針である。 
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1. はじめに 

NUMO は，文献調査，概要調査および精密調査の三段階の地質環境調査を通じた一貫性のある品質マネ

ジメントを実践するためのシステムの整備を進めている。本報告では，特に概要調査の段階において実践

する品質保証の基本的な考え方および進め方を述べる。 
2. 概要調査の段階における品質保証の考え方 

概要調査の段階では，文献調査の段階において特定された不確実性を低減させるために優先的に取得す

るべき地質環境情報を踏まえ，「地質環境調査・評価の計画立案マニュアル」[1]に基づき概要調査計画書を

作成し，この計画書に従い一連の地質環境調査を体系的に実施する。また，取得した地質環境データの整

合的な解釈を通じて地質環境モデルを構築し，この地質環境モデルを用いて処分場の概念設計および予備

的な安全評価を行う。したがって，この結果の信頼性を確保するためには，一連の地質環境調査に伴う活

動および評価に用いる地質環境データの品質保証が不可欠である。 
概要調査の段階における品質保証は，地質環境調査やモデル化・解析などを対象に，当該作業の品質を

確保するうえで重要な確認事項などを取りまとめた「品質管理の手引書」を用いた品質管理を実施するこ

とを前提としている。これに加えて，調査の進め方やその結果などについて専門家によるレビューを実施

し，地質環境調査に伴う一連の活動の妥当性を確認する。さらに，地質環境データを一元的に管理するこ

とにより，地質環境調査に伴う一連の活動および地質環境データの品質を保証する。 
3. 概要調査の段階における品質保証の進め方 

概要調査の段階では図 1 に示すように，①品

質管理の手引書に基づき作成された調査計画書

の専門家によるレビューを通じた処分場の設計

や安全評価からの要求事項に対する調査計画の

妥当性の確認，②各分野のタスクフォースによ

る地質環境調査において取得する地質環境デー

タの品質の総合的な確認，③調査報告書や地質

環境モデルなどの専門家によるレビューを通じ

た地質環境調査に係る活動そのものの妥当性の

確認，④データ管理担当者による地質環境デー

タの保管，データの運用やデータのバージョンの一元的な管理を通じたデータの追跡性確保を実践する。 
NUMO は，以上のような考え方・進め方に従って，概要調査の段階における一連の地質環境調査・評価

に係る取り組みの品質を保証する。 
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